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Project 

㉒ 
地域協働専攻 

地域政策グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

Bright Future 

～子どものことを考えた地域をつくる！～ 

【メンバー】 [学   生 ]  井口 寛人/磯谷 太一/髙橋 未悠/武井 作斗/長岡 勇起/東浦 淳仁  

藤原 玲央/山田 哉太/吉田 江里 

[担当教員]  中村 直樹 

 

【背景】 

児童養護施設の現状課題や逆境が原因で明るい未来が描けていない子どもたちがいるということを気づ

き、自分たちの経験談やプロジェクトメンバーで考えた企画を通して、明るい将来を描けるようになってもらい

たいと考える。 

 

【目的】 

企画を通して、施設の子どもたちに明るい将来につながる様々な力を身につけてもらいたい。 

 

【概要】 

明るい将来のために、子どものことを考えた地域づくりを行う。子どもたちと触れ合い、その挑戦をサポート

する。 

 

【プロセスと成果】 

 

前期は、児童養護施設の現状課題を調査し知識を身につけた上で、「学習」「お金」「習い事」を主なテーマ

とした3つのグループに分かれて、市内の児童養護施設くるみ学園で行う企画案を各々考えた。7月にくるみ

学園の方が来校され、各グループで考えた企画案を提示し講評を頂いた。その後、企画案の見直しを行い、

以下3つのグループの企画案が完成した。 

  「学習」グループでは、小学生には頭を使うミニゲーム、中高生には大学紹介を企画案とした。勉強は就職

や進学に付きものであるので、子どもたちに学ぶことの楽しさや大切さを感じてもらいたいという大学生の願

いの下、提案された。 

また、「お金」グループでは、進学のしやすい環境づくりを目的とし、奨学金制度をリストアップした資料作成

やその資料を用いた説明会を企画案として提案した。近年の奨学金制度の増加やそれに伴う複雑化が子ど

もたちの進学の妨げにならないよう、分かりやすい資料作りを心がけることを念頭に置いた。奨学金のみなら

ず、プロジェクトメンバーの経験談を通して施設退所後の金銭の使い方を教える企画も提案した。 

そして、「習い事」グループでは、子どもたちが挑戦したいことを見つけ、取り組む機会を用意する

ために、小中学生を対象に部活や習い事、趣味についてのアンケートを行い、その回答を動画で撮影し

DVDを作成することを企画案とした。様々な理由から子どもたちがやりたい習い事を十分にできている

とはいえず、趣味に割ける時間も少ないという背景から考えられた。 

後期では、前期で提案された企画案の微調整を行い、プロジェクトのターゲットであるくるみ学園

へ訪問し、職員の方に施設の仕組みや子どもたちの生活についてお話していただいた。施設訪問を通

して、企画をどこでどのように進行していくかを考える貴重な機会となった。 

しかし、新型コロナウイルスの影響により、施設での企画が困難になり、プロジェクトメンバーが前

期に考えた企画を実行することはほぼ不可能となった。 

そこで、3つの企画案を合わせ、施設の中学生、高校生に「大学生に聞いてみよう！」を題目にアン

ケートを実施し、その回答をDVDにまとめることとした。内容としては、「受験」「部活動」「学校の勉

強、授業」「卒業後の生活」の4つの項目に関する悩みや不安、気になることを調査した。アンケートで

は、精神面での不安や人間関係に悩んでいること、お金の心配など、様々な声を聞くことが出来た。 
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【総括と反省・今後の課題】 

 

前期では、児童養護施設の子どもたちの現状課

題を把握し、それを踏まえて企画案を各グループで

作成することができた。くるみ学園の方からのアドバ

イスを頂いたことによって、よりパワーアップした企

画案を考えることに繋がった。 

 また、後期では施設訪問をし、企画を行うイメージ

が出来たものの、新型コロナウイルスの影響により

前期から作り上げてきた企画を実行することが難し

くなってしまった。その状況を生かし、企画をアンケ

ートに反映させ、臨機応変に対応することができた。

このアンケートを通して、子どもたちの胸の内を知っ

た。 

しかし、回答してもらったアンケートの返答となる

DVD作成は後期中に行うことが出来なかった。 

活動全般を通して、プロジェクトのテーマである

「子どものことを考えた地域をつくる」を念頭に置い

た企画案を考えることができているように感じた。最

終的には、予定していた企画とは異なったアンケー

トの実施であったが、子どもたちの心境を理解する

上ではとても効果的なものになった。 

今後の課題としては、子どもたちの挑戦をサポー

トするために、大学生だからこそできるようなアドバ

イスを考え、それを DVD にまとめて、くるみ学園の

子どもたちへ届けることである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実際に行ったアンケート】 

 

【地域からの評価】 

 

今回のプロジェクトは、児童養護施設くるみ学

園様のご協力の下、企画を行うことができた。 

 打ち合わせの際に企画案の提示を行い、どの

企画案も子どもたちが喜びそうとの好評をいただ

いた。 

また、施設の子どもたちの学年毎の人数配分

や障害の有無について教えていただき、その上

での企画の見直しに関するアドバイスをしてくだ

さった。 

新型コロナウイルス感染症の影響によって、打

ち合わせしてきた企画を予定通り実行することは

出来なかったが、アンケートの実施に切り替えた

際にくるみ学園様が臨機応変に対応してくださっ

た。 

プロジェクト実施にあたり、様々な面で協力し

ていただいたくるみ学園様に、プロジェクトメンバ

ー一同感謝申し上げます。 

【その他】 

 

年間スケジュール 
前

期 
5月20日 第1回 「児童養護施設について知る①」 

5月27日 第2回 「児童養護施設について知る②」 

6月10日 第3回 「企画作成」 

6月25日 第4回 「くるみ学園との会議」 

7月15日 第5回 「中間発表会の準備」 

後

期 
10月25日 第1回 「前期の反省・企画の再調整」 

10月29日 第2回 「施設訪問前の企画の確認」 

11月 8日 第3回 「くるみ学園訪問」 

11月22日 第4回 「アンケート実行作業」 

1月19日 第5回 「発表会準備」 

 


